
］ 目標の成果

全体 42
個別

№ 項 目 水道事業及び簡易水道事業の経営統合

１．組 織 目 標

【 内 容 】
   「対馬市水道ビジョン」の計画に基づき、平成２８年度末に水道事業及び簡易水道事業を
経営統合することとし、今年度は「簡易水道事業の地方公営企業法適化及び経営戦略の策
定」「統合後の水道料金見直しのための水道料金等検討委員会の開催」「水道事業統合の
ための国への認可申請」に取り組み、水道事業の更なる経営改善に努めていきます。

①簡易水道事業の地方公営企業法適化及び経営戦略の策定
②統合後の水道料金見直しのための水道料金等検討委員会の開催
③水道事業統合のための国への認可申請

２．実績(成果）

課　名 水 道 課

09-01

【 指 標 】

平成２８年度 ［水 道 局 （ 部 ）

　本年３月に策定した水道事業の中長期的マスタープランである「対馬市水道事業
経営戦略プラン」を基に目標管理と経営の効率化を進め、健全な事業運営に努めて
まいります。

①簡易水道事業の地方公営企業法適化及び経営戦略の策定
　本年３月に「対馬市水道事業経営戦略プラン」を策定しました。
②統合後の水道料金見直しのための水道料金等検討委員会の開催
　検討委員会を４回開催し、料金改定を行いました。
③水道事業統合のための国への認可申請
　事業統合に向け認可申請を行い、３月に経営認可手続きを完了しました。

３．評 価 ○

　本年４月１日付で、「対馬市水道事業」と「対馬市簡易水道事業」の経営を統合
し、これまで２つの異なる料金体系で運営されてきた水道事業の料金格差を是正し
た料金改定を行い、水道料金の統一を図ることができました。

４．今 後 の 展 開



収納率

平成２８年度 ［水 道 局 （ 部 ）］ 目標の成果

全体 43
個別 09-02

課　名 水 道 課

№ 項 目 水道料金の収納率向上

１．組 織 目 標

【 内 容 】
   経営の効率化と健全な事業運営を図るためには、水道料金の収納率向上は喫緊の課題
であり、今年度も前年度に引き続き、新規滞納者の発生予防、納付確約（分納）の取り組み
強化、給水停止の強化に取り組みます。

【 指 標 】
収納率（現年度分）
・対馬市水道事業         ９６．５％   （前年度目標 ９６．５％）
・対馬市簡易水道事業   ９７．５％   （前年度目標 ９８．５％）

２．実績(成果）

平成28年度 平成27年度 対前年度比

対馬市水道事業
現年度分 ９５．９９％ ９５．３４％ ０．６５％
過年度分 ５３．６８％ ６２．１６％ △８．４８％

計 ９３．２４％ ９３．４７％ △０．２１％

対馬市簡易水道事業
現年度分 ９７．５０％ ９８．３８％ △０．８８％
過年度分 ３２．６３％ ２９．１６％ ３．４７％

計

   滞納者に対し、定期的に督促及び催告を実施し、また、給水停止等の措置を講じました
が、水道事業については前年度を０．６５％上回ることができましたが、目標に０．５０％到達
することができませんでした。また、簡易水道事業については前年度を０．８８％下回りました
が、目標を０．０１％上回り達成することができました。

４．今 後 の 展 開

   今後も、滞納者に対しての督促、催告等の納付指導を継続して行い、また、長期（３ヶ月以
上）の滞納者に対しては、給水停止の措置を強化し、納付意識の高揚に努めていきます。

９５．３１％ ９５．５３％ △０．２２％

３．評 価 △



有収率

全体 44
個別 09-03

組 織 目 標

【 内 容 】
　有収率の向上は、水道事業の経営安定化のためには、必要不可欠な問題となっていま
す。今後、年次的に配水管等の漏水対策を行い、有収率の向上に努めて行きます。

平成２８年度 ［水 道 局 （ 部 ）］ 目標の成果

平成２８年度 平成２７年度 対前年度比

課　名 水 道 課

№ 項 目 水道事業の有収率向上

１．

【 指 標 】
有収率
・平成２８年度有収率     ６８．５％以上 
・平成３２年度有収率 　  ７０．０％以上 

２．実績(成果）

69.22%

   今後も、年次的に配水管等の漏水対策を実施し、有収率の向上に努め、平成３２年度有
収率７０％以上を目指します。

３．評 価 ○

   配水管等の漏水対策や老朽管の布設換えを行った結果、前年度を１．３２％上回り、目標
に対しても０．７２％上回ることで目標を達成をすることができました。

４．今 後 の 展 開

67.90% １．３２％


